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油圧ショベル  ができるまで
新興国を中心に世界各地で、
都市の高度化が急ピッチで進められている。
そんなインフラづくりを担う建設機械。
なかでも油圧ショベルは掘削から積み込み、
荷役などの作業を一手に請け負う
「都市型建機のチャンピオン」ともいわれている。
わが国が世界をリードする建設機械はどのように作られるか。
油圧ショベルの世界をのぞいてみよう。（編集部）

 製品の
ライフサイクルを追う

特集
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日
て
し
そ
界
世
、
は
史
歴
の
械
機
設
建

。
る
い
て
し
に
一
を
軌
と
遷
変
の
済
経
本

設
建
い
な
し
と
要
必
を
力
人
、
は
で
界
世

16

て
れ
わ
い
と
紀
世

建
な
的
代
近
、
合
場
の
国
が
わ
、
が
る
い

い
と
期
明
黎
が
期
後
戦
・
中
戦
は
械
機
設

、
は
て
い
お
に
興
復
後
戦
に
く
と
。
る
え

大
に
常
非
は
割
役
た
し
た
果
が
械
機
設
建

の
ど
な
発
開
地
宅
、
川
河
や
路
道
、
く
き

ル
ブ
「
る
あ
で
械
機
設
建
の
型
発
開
土
国20

か
ず
わ
ら
か）
年

19

」
興
復
の
本
日
「。
年

を
土
国
、
は
の
た
け
着
ぎ
こ
に
催
開
の
ク
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い
な
き
で
は
と
こ
る
れ
忘
を
在
存
の
械
機

　

40心
中
の
発
開
の
国
が
わ
、
ら
か
半
後
代
年

シ
に
」
備
整
型
市
都
「
ら
か
事
工
木
土
は

は
械
機
設
建
、
い
伴
に
れ
そ
。
た
し
ト
フ

ル
ビ
層
高
、
み
進
が
化
能
機
多
・
化
型
大

ト
「
た
し
化
変
に
式
圧
油
ら
か
式
械
機

ン
ダ
の
大
最
界
世
。
た
れ
さ
入
投
場
市
が

。
る
な
に
と
こ
む
進
に
速
急
が
新
革
術
技

　

和
昭

50

」
ロ
ト
カ
メ
「
の
機
建
は
代
年

は
と
ロ
ト
カ
メ
。
る
え
迎
を
期
盛
隆
が
化

子
電
「
と
）
ス
ク
ニ
カ
メ
（」
学
工
械
機
「

せ
合
を
）
ス
ク
ニ
ロ
ト
ク
レ
エ
（」
学
工

ざ
ま
さ
。
る
あ
で
語
英
製
和
、
で
語
造
た

、
で
と
こ
る
せ
さ
合
融
を
術
技
や
識
知
な
ま

指
を
と
こ
す
出
み
生
を
新
革
術
技
な
た
新

え
と
た
は
、
合
場
の
野
分
械
機
設
建
、
し

に
り
く
づ
ラ
フ
ン
イ
の
市
都

▲日本や世界の街づくりに貢献する建設機械。世界最大級のダンプトラック（コマツの930Ｅ）。
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198 0～
199 0年代

196 0年代 197 0年代 200 0年～

基本インフラ
の整備
道路・港湾・鉄
道網の整備、水
資源開発。各種
産業設備の拡大

戦後の
国土復興
工事の
機械化

社会インフラ
の充実
都市開発、環境
保護、自然災害
対策

世界規模での
社会設備
先進国市場（既存イ
ンフラの維持・改善、
環境対応の継続）
その他の新市場（社
会基盤の設備、エネ
ルギー資源開発、食
料問題の解決）

社会資本の
設備・拡充
上下水道整備、
通信網設備、道
路・河川整備

戦後日本の社会ニーズと土木工事の変遷
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４
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コ
（所
作
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松
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に
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ス
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圧
油
ネ
エ
省
が）
ツ
マ

ス
シ
御
制
ン
ジ
ン
エ
た
し
使
駆
を
ロ
ト
カ０

術
技
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Ｔ
Ｃ
Ｉ
、
性
境
環
や
性
全
安
は
在
現

機
設
建
い
す
や
し
作
操
つ
か
全
安
、
し
場

　

で
ツ
マ
コ
。
る
い
で
ん
進
も
化
Ｔ
Ｃ
Ｉ

呼
と
）
ム
テ
ス
シ
理
管
働
稼
械
機
、
ス
ク

テ
ス
シ
た
し
用
活
大
最
を
Ｔ
Ｃ
Ｉ
る
れ
ば

で
隔
遠
を
報
情
の
械
機
設
建
、
発
開
を
ム

効
業
作
。
る
い
て
れ
ら
め
求
が
応
対
の
へ

現
は
れ
流
の
化
型
大
、
け
向
に
上
向
の
率

宅
住
く
狭
、
か
ほ
る
い
て
れ
さ
入
投
場
市

小
な
能
可
が
事
工
も
で
市
都
る
す
集
密
が

ペ
オ
に
時
倒
転
は
て
し
と
策
対
全
安
、
た

削
掘
や
地
整
で
動
自
は
に
秋
年
４
１
０
２

し
始
開
を
入
投
の
へ
場
市
力
主
の
欧
米
日

が
応
対
で
野
分
な
ま
ざ
ま
さ
も
れ
こ
。
た

成
た
せ
さ
化
合
融
く
ま
う
を
Ｔ
Ｃ
Ｉ
む
進

建
と
Ｔ
Ｃ
Ｉ
や
今
。
う
ろ
だ
る
え
い
と
果

　

速
加
が
備
整
本
資
会
社
、
在
現
は
界
世

都
や
事
工
木
土
は
で
国
興
新
。
る
い
て
し

る
れ
ら
め
進
で
行
平
時
同
が
ど
な
備
整
市

建
の
本
日
た
え
備
を
化
能
機
高
つ
か
、
く

な
力
強
、
し
結
直
も
に
力
争
競
の
本
日
は

　

る
め
高
を
感
在
存
で
成
形
市
都
の
外
海

や
路
道
く
づ
基
に
」
画
計
化
靭
強
土
国
「

ラ
フ
ン
イ
や
備
設
朽
老
の
ど
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橋
、
川
河

、
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ほ
る
い
て
し
化
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本
が
事
工
修
改
の

災
震
大
本
日
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。
る
い
て
れ
ら
め
進
で
チ

北
東
て
し
働
稼
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フ
も
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し
際
に
興
復
の

設
建
る
め
務
を
」
役
主
た
れ
隠
「
の
興
復

一
の
」
生
創
本
日
「
も
ら
か
れ
こ
。
械
機

。
い
な
い
違
間
は
と
こ
う
担
を
翼

▲かつての「名機」は機械遺産として名前をとどめ、建設機械の歴史は経済成長と歩
調を合わせる。

▲コマツの中型油圧ショベル「PC200」シリーズ。ロングセラー製品になっている。
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」
応
対
境
環
「、
と
る
入
に
代
年
０
０
０
２

か
義
主
上
至
率
効
う
い
と
費
消
量
大
・
産

、
し
増
が
性
要
必
る
す
求
探
を
）
性
能
可

ネ
エ
省
や
応
対
ス
ガ
排
も
て
い
お
に
機
建

。
る
な
に
と
こ
る
れ
わ
問
く
強
層
一
が
性

に
と
こ
ぐ
急
を
発
開
の
品
製
応
対
境
環
は

。
る
な

　

開
に
際
実
、
ら
が
な
し
視
重
を
性
境
環

マ
コ
。
い
多
数
は
品
製
や
術
技
た
れ
さ
発

ハ
「
る
な
と
初
界
世
に
年
８
０
０
２
は
ツ

落
を
度
速
が
体
車
た
し
回
旋
、
は
ム
テ
ス

補
の
時
速
加
を
れ
こ
、
に
ち
の
た
え
蓄
に

Ｏ
Ｎ
（

ｘ

Ｏ
Ｃ
（
素
炭
化
酸
二
や
）

２

の
）

　

が
ル
ク
イ
サ
フ
イ
ラ
も
に
品
製
な
ん
ど

加
「
を
源
資
る
な
と
料
原
の
品
製
。
る
あ

み
生
が
料
材
原
で
と
こ
る
す
」
換
変
・
工

ま
さ
ど
な
機
ス
レ
プ
は
料
材
原
、
れ
さ
出

技
た
し
達
熟
、
具
工
や
械
機
作
工
な
ま
ざ

加
「
る
よ
に
」
技
の
匠
「
る
ゆ
わ
い
、
能

費
消
終
最
、
て
経
を
程
工
の
」
造
製
・
工

に
客
顧
。
る
れ
さ
」
送
配
・
送
輸
「
に
者

の
そ
て
が
や
は
品
商
た
れ
さ
用
活
れ
さ
愛

ど
た
を
命
運
る
れ
さ
棄
廃
、
え
終
を
命
使

け
だ
れ
そ
は
生
一
の
品
製
、
し
か
し
。
る

回
は
部
一
の
物
棄
廃
。
い
な
ら
わ
終
は
で

、
び
再
て
し
と
料
材
原
な
た
新
、
れ
さ
収

す
。
る
れ
さ
出
見
を
割
役
の
て
し
と
品
製

で
中
の
ル
ク
イ
サ
フ
イ
ラ
は
品
製
の
て
べ

。
る
け
続
き
輝

　

機
設
建
の
物
り
売
が
さ
強
堅
、
さ
丈
頑

の
材
形
素
な
適
最
は
密
秘
の
そ
、
が
だ
械

い
て
し
響
影
く
き
大
が
素
要
う
い
と
用
採

流
に
型
を
属
金
た
し
か
溶
て
し
熱
加
。
る

般
一
が
物
鋳
る
あ
で
属
金
た
し
出
り
取
ら

、
合
場
の
機
建
、
が
る
い
て
れ
ら
い
用
に
的

採
く
多
が
）
鉄
鋳
・
鋼
鋳
（」
物
鋳
系
鉄
「

機
建
に
も
お
は
品
鋼
鋳
。
る
い
て
れ
さ
用

品
鉄
鋳
、
方
一
る
れ
さ
用
利
に
り
回
足
の

。
る
い
て
れ
わ
使
に
品
部
幹
基
た

　

、
は
鋼
鋳
る
な
と
核
の
材
形
素
に
く
と

接
溶
金
板
、
く
高
が
度
由
自
状
形
の
品
部

品
部
い
多
の
部
中
集
用
応
り
な
異
と
造
構

特
に
分
部
る
か
か
の
力
応
荷
負
的
撃
衝
や

建
、
し
か
し
。
た
き
て
れ
さ
用
活
効
有
に

化
鋼
金
合
の
料
材
、
り
よ
に
化
型
大
の
機

て
し
と
品
部
造
構
接
溶
、
ず
れ
ら
け
避
が

る
く
つ
を
鋼
鋳
度
強
高
や
品
鋼
鋳
型
大
の

用
実
と
発
開
の
」
鋼
ン
ロ
ボ
「
な
能
性
高

鋳
ン
ロ
ボ
。
る
あ
が
緯
経
た
し
現
実
を
化

。
た
れ
さ
用

　

、
ね
重
を
発
開
究
研
の
で
ル
ベ
レ
場
現

、
が
だ
材
形
素
の
機
建
る
い
て
し
化
進
に
常

 
の
品
製

ル
ク
イ
サ
フ
イ
ラ

「

応
対
境
環

」

◀優れた素材や工具、そ
して熟達した「技」が融
合して、高い製品力を生
み出している。
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製品の環境負荷の低減

料
燃
、
と
こ
の
ん
ろ
ち
も
は
減
削
量
出
排

ラ
ク
じ
同
の
来
従
、
も
て
い
お
に
量
費
消

20

低
の
％

る
い
て
し
産
生
社
自
、
発
開
社
自
は
ト
ン

技
た
き
て
ね
重
み
積
。
る
さ
筆
特
も
と
こ

と
る
い
て
れ
さ
か
生
に
品
製
が
験
経
や
術

。
う
よ
え
い

　

組
り
取
の
で
点
視
う
い
と
ル
ク
イ
サ
リ

で
ツ
マ
コ
ば
え
と
た
。
い
な
せ
か
欠
も
み

性
能
可
ル
ク
イ
サ
リ
に
年
８
９
９
１
、
は

サ
リ
「、
て
し
指
目
を
上
向
る
な
ら
さ
の

①
、
定
策
を
」
準
基
義
定
の
能
可
ル
ク
イ

る
す
用
使
を
料
材
い
す
や
し
ル
ク
イ
サ
リ

す
用
採
を
造
構
い
す
や
し
ル
ク
イ
サ
リ
②

を
用
活
の
料
材
た
れ
さ
ル
ク
イ
サ
リ
③
る

削
を
用
使
の
質
物
荷
負
境
環
④
る
け
が
心

る
す
減

│

、
げ
掲
を
標
目
の
つ
４
う
い
と

こ
。
る
い
て
し
底
徹
を
動
活
ル
ク
イ
サ
リ

な
的
表
代
、
く
し
ま
覚
目
は
果
成
の

20

10

の
体
全
は
で
）

99
・
2

イ
サ
リ
が
％

　

場
現
産
生
た
し
達
熟
ら
か
材
形
素
な
適
最

と
も
の
客
顧
、
れ
ら
げ
上
て
育
に
品
製
で

発
に
分
存
う
思
を
能
機
の
て
し
と
品
製
で

、
は
に
後
た
え
終
を
目
役
後
の
そ
、
し
揮

し
と
料
材
原
、
て
れ
さ
ル
ク
イ
サ
リ
び
再

待
を
時
る
わ
変
れ
ま
生
に
品
製
な
た
新
てつ

│

の
品
製
、
も
て
い
お
に
械
機
設
建
。

れ
さ
出
み
生
に
実
着
は
ル
ク
イ
サ
フ
イ
ラ

。
る
い
て

号
月

の
後
今
と
遷
変
の
材
形
素
用
械
機
設
建
「

）」
待
期
の
へ
材
形
素

▶鋳物が数多く採用されている。
（リアケース）

▼鋳物技術の高さがうかがえる。
（シリンダーブロック）

▼油圧ショベルはさまざまな部品
で構成される。（モーターケース）

作動油ホースに非塩素ホースを導入

ウィンドウォッ
シャー液にはメチ
ルアルコールが
使用されていたが、
エチルアルコール
に切り替え

建設機械のワイヤハーネスには、
材料の熱安定性のために微量の
鉛が加えられていたが、鉛代替
え料により鉛フリー化を達成

6価クロム（亜鉛
めっきなど）、カ
ドミウム（ろう剤
など）、水銀（液
晶バックライトな
ど）完全禁止
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油圧ショベルができるまで

　

の
そ
、
と
）
構
機
部
下
（」
体
行
走
部
下

こ
て
し
そ
、）
構
機
部
上
（」
体
回
旋
部
上

」
置
装
機
業
作
な
能
可
換
交
「
に
体
本
の

れ
さ
成
構
が
ン
シ
マ
の
つ
一
、
れ
さ
わ
合

圧
油
る
れ
わ
い
も
と
点
万
数
。
る
い
て

場
工
阪
大
の
こ
、
れ
ら
作
で
場
工
力
協
の

。
る
れ
ら
て
立
み
組
で

　

平
時
同
れ
ぞ
れ
そ
は
構
機
部
下
と
部
上

ず
ま
、
が
る
れ
ら
め
進
が
業
作
立
組
で
行

は
で
こ
こ
。
る
み
て
見
ら
か
構
機
部
上
は

　

13

工
の

の
材
音
吸
の
け
向
策
対
音
騒
。
る
経
を
程

ル
バ
ン
イ
メ
て
い
続
に
れ
そ
。
る
れ
ら
せ

メ
、
が
く
動
で
力
の
油
が
置
装
な
ま
ざ
ま

大阪市枚方市の中心部から北東に約２km。コマツの大阪工場が姿を現す。
1952年に操業開始、敷地面積は54万5000m2、建物面積17万
7000m2に達する巨大工場には約2800人のスタッフが従事している。
コマツの主力製品である中型油圧ショベル「PC200シリーズ」の生産
とともに、大型ブルドーザーの一極生産拠点として、生産・開発・生産
技術の３部門が一体となり、品質と信頼性が高い製品を生産し続けている。
また、海外17工場の「マザー工場」に位置づけられており、欧米やアジ
アの「チャイルド工場」を支援する役割も担っている。最新の生産技術は
この大阪工場から世界に発信されるというコマツの「心臓部」ともいえる。
では、建設機械の代表格である油圧ショベルはどのように作られているのか。
コマツの大阪工場で中型油圧ショベルの製造工程を見てみよう。

▲上部旋回体のボディとなる「レボフレーム」。ここから油圧ショベルの製造が始まる。
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力
圧
り
よ
に
プ
ン
ポ
圧
油
は
ブ
ル
バ
ン
イ

て
し
た
果
を
目
役
な
要
重
く
導
に
置
装
の

れ
ら
け
付
り
取
が
ブ
ル
バ
ン
イ
メ
。
る
い

れ
さ
備
装
が
ク
ン
タ
油
動
作
は
次
、
と
る

に
単
、
が
る
あ
で
ク
ン
タ
る
め
溜
を
体
液

な
正
適
、
く
な
で
け
だ
る
す
容
収
を
体
液

泡
気
の
中
油
、
止
防
染
汚
や
持
維
の
温
油

。
る
い
て
え
備
を
能
機
の
ど
な
離
分
の

　

圧
油
。
け
付
り
取
の
ン
ジ
ン
エ
て
し
そ

場
工
山
小
の
ツ
マ
コ
て
べ
す
ぼ
ほ
は
ン

。
る
い
て
れ
さ
産
生
で
）
県
木
栃
（　

付
り
取
に
重
慎
を
ン
ジ
ン
エ
な
能
性
高

カ
る
れ
ば
呼
と
」
装
外
「
は
次
、
て
け

、
２
は
程
工
各
。
す
た
果
を
割
役
る
守
を

、
ち
持
け
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▲レボフレームにキャビンなどさまざまな機能が付加されていく。

▲メインバルブを取り付ける。

▲レボフレーム組立工程は、熟達した作業員が慎重に作業を進める。
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▲下部機構の主役となる「トラックフレーム」。見るからに頑健な雰囲気を醸し出す。

▲円形の大型装置である「スイングサークル」の取り付け。

▶お馴染みの
「クローラー」。
強さと柔軟さを
併せ持つ。
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▲「クローラー」をトラックフレームに巻きつける。どんな足場でも作業
を可能にする秘密はここにある。

▲メインライン工程ではレボフレームとトラックフレームを合体させる。

◀上部と下部機構が一体化した油圧ショベル。
完成は間近だ。
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　ICTを駆使したショベルが活躍し
ます―。コマツは2014年秋、ICT油

開発、日米欧の主力３市場で導入を
開始した。この油圧ショベルの最大
の特徴は作業機の自動制御を可能に
したこと。ICT（情報通信技術）を駆
使したことで、新時代の建設機械を
生み出した。
　なぜ自動制御が可能なのか。その
秘密は「インテリジェントマシンコン
トロール」と名付けられたシステム
にある。「GNSS」（汎地球航法衛星シ
ステム＝グローバル・ナビゲーション・
サテライト・システム）と基準局から
得たバケット刃先の位置情報を、施
工設計データに照らし合わせながら

作業機（ブーム・アーム・
バケット）の操作を制御
することが可能になった。世界初の
システムで、コマツでは2013年に開
発した「ICTブルドーザー」に続く、
ICT建機の第二弾である。
　自動制御機能が実現したことで、
さまざまなメリットが見いだせる。
一つが作業効率の向上だ。先進のマ
シンコントロール技術により、自動
整地アシスト、自動停止制御、最短
距離制御がもたらされ、掘削から仕
上げ作業まで掘りすぎを気にせずに
掘削することが可能になった。作業
現場における人手不足が指摘される
なか、作業効率を大幅に高める油圧
ショベルはICT融合の大きな成果

といえるだろう。
　ICT建機で先行するコマツは今後、
Webサービスを通じて、現場にお
ける建設機械の稼働情報および作業
の進捗状況などの施工情報の効率的
な一元管理を実現する方針で、ICT
施工のトータルソリューションを提
供するビジネスモデルを深化し、新
たな価値創造を目指す意向だ。

●GNSSアンテナ

▲ICTを駆使したコマツ
のICT油圧ショベル。
自動制御が可能になった。

●ICTセンサー
　コントローラー
●作業機
　コントローラー
●GNSS
　コントローラー
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▲完成した油圧ショベル。何台も並ぶ姿は壮観だ。

▲完成した油圧ショベルはトラックに荷づけされ、出荷される。

▲実際に作業するための「腕」となる「フロントアタッチメント」を取り付ける。


